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＜連絡事項＞
・特記なし
＜患者様連絡事項＞

・猪石　和宏様～本人よりスミルスチック希望あり、田名部Drより1本処方となる。また、咽頭痛訴えあり、PL　3.0ℊ 3日分処方となる。
・宮崎　由美子様～本人よりトローチ希望あり。田名部Drよりオラドールトローチ3T　2
日分処方となる。また、OT中に嘔吐あり、田名部Drへ報告し、ナウゼ
リン(5)3T　2日分処方。
・田屋　サヨ様～本日南病棟へ転出予定だったが、体温38.1℃の発熱あり、転出延期となる。PL　3.0　3×ndE　2日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・木村　格治様～終日隔離中。大声での訴え頻回に聞かれている。要求が通ると落ち着いているが通らないと怒鳴っている。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入行っていく。
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施中。女性スタッフへ話し掛けあり。介入に対して「もう二度としません」と話すが、数分後には女性患者様へ話し掛け、怒鳴られている。説明にも理解乏しい。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。ステーションや他室への侵入頻回にあり、対応後もしつこさみられている。トラブルに至る可能性がある事から、10：00より隔離開始している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・佐々木　常夫様～買い物や身体不調についての訴え頻回にあり、説明にも了解の悪さみられている。しけもくすることあり都度対応している。他者への迷惑行為もあり、田名部Drへ状態報告。夜間の睡眠確保のため、ネルボン(10)1T　2日分処方となる。
・和田　昌様～多弁さ、呂律不良あり。要求聞かれているが要求が通ると落ち着いている。通らない場合でもドアを叩く等の粗暴行為はない。
・向井　敦子様～幻聴はあるとの事だが、「いつもの事だから」と話し、切迫した様子なく
　　　　　　　　落ち着いて過ごす事が出来ている。

＜深澤Dr診察情報＞
・船田　泰子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・中島　とし様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・工藤　蓉子様～臨時薬ロラゼパム3㎎追加となり、他同内容で7日分処方となる。
　　　　　　　　DIV同内容で7日分処方となる。
＜新入院患者様＞
氏　　名：鹿島　みさ様(90)　女性
病　　名：アルツハイマー型認知症
病棟病室：東病棟Cユニット　6号室

主 治 医：伊藤Dr
入院形態：医療保護入院(当院1回目)

＜経過＞

　H26年春頃から物盗られ妄想、被害妄想がみられるようになり、H27.6.18あおぞらクリニック初診し、H27.6.25より南天の郷を利用。認知症の治療開始するも本人に病識がなく、治療薬に対する拒否が強いため、定期的な通院には至っていなかった。また、高血圧の既往があり、内服薬処方となっているが服用できていない状態であった。

　現在、単身生活をしており、家族の協力もどこまで得られるのか不明な状況であったが養子の息子より入院治療を行い、今後について検討したいと希望があり、H29.9.27当院紹介され、初診し症状改善目的にて東病棟Cユニットへ当院1回目の入院となる。

